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機械波消し　1987 〜 1993　　須
す だ に

谷　伸
のぶひろ

宏（大阪府）①

　本作品は、1987（昭和 62）年に登場した、料金別納郵便の料金として郵便局に一括で渡される切手に抹消
された消印である「機械波消し」の変遷を、終焉となった、1993（平成５）年までの流れを時系列に展開する。
　構成としては；第１章：「機械波消しの始まり」（1987 〜 1988）・全盛期
　　　　　　　　第２章：「平成時代の使用状況、印色：黒色時期（1989 〜 1991）
　　　　　　　　第３章：「平成時代の使用状況、印色：錆桔梗色時期（1991 〜 1993）、衰退期
　とした。特に第１章は多くの最初期使用例を示すことができた。

第７部門Ｂ　郵便史・日本




